
【生徒対象】　質問項目

問１ 学校での生活や活動は楽しい

問２ 学校生活の中で友達関係はうまくいっている

問３ 学級・生徒会・行事などで、自分の良い面（性格や特性）を発揮できている

問４ 校外学習には、楽しく有意義に取り組むことができた

問５ 総合学習（福祉・平和学習等）によって、思いやりや豊かな心（共生心）が育っている

問６ 学校行事では、充実感や達成感を得ることができている

問７ 部活動では、充実感や達成感を得ることができている

問８ 授業は、わかりやすく、理解できている

問９ 先生は、授業でわからないことや質問に対して、きちんと教えてくれる

問１０ 先生は、生徒一人ひとりを大切にしてくれる

問１１ 先生は、心配ごとや悩みごとなど、いろいろな相談にのってくれる

問１２ 先生は、生徒のまちがった行動に対してきちんと指導してくれる

問１３ あいさつを心がけ、ルールやマナーを守ろうとしている

問１４ 学校からのたよりや通知は、よく読み、家の人に必ず渡している

問１５ 睡眠や食事など、健康や安全に心がけた生活をしている

問１６ 校舎、教室など学校の環境をきれいにしようとしている

問１７ クロームブックを自分の学校生活をより良くするために活用できている

【生徒対象】　集計結果　　※　数字は％

＜それぞれの質問に対する回答＞

Ａ＝とてもそう思う　　Ｂ＝そう思う　　Ｃ＝そう思わない　　Ｄ＝まったくそう思わない

回答 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ＋Ｂ Ｃ＋Ｄ 回答 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ＋Ｂ Ｃ＋Ｄ

問１ 48 48 3 1 96 4 問１０ 43 54 2 1 96 4

問２ 47 48 4 1 95 5 問１１ 41 55 3 1 96 4

問３ 27 55 15 4 82 18 問１２ 42 51 6 1 93 7

問４ 51 44 4 2 94 6 問１３ 42 55 3 1 97 3

問５ 34 60 5 1 94 6 問１４ 29 50 18 4 78 22

問６ 44 51 4 1 95 5 問１５ 36 51 9 3 87 13

問７ 49 41 6 4 90 10 問１６ 28 65 6 1 93 7

問８ 24 63 11 2 87 13 問１７ 33 60 6 2 93 7

問９ 39 56 4 1 95 5

学校生活アンケート（教育アンケート）の集計結果

教育アンケートがまとまりました・・・　校長　小林研一

　令和５年度も間もなく終わろうとしています。子ども達は４月の入学式や始業式の頃に比べると、

心も体もずいぶんたくましく成長したと感じています。新型コロナウィルスが５月から５類へと移行

し、子ども達の活動や活躍の場が増えてまいりました。新年度から、さらに充実した学校生活が送れ

るよう願っています。

  さて、「教育アンケート」へのご協力ありがとうございました。今回の結果や経年変化を踏まえ、

新年度の学校経営に活かしてまいりたいと考えております。



【保護者対象】　質問項目

問１ お子さんは、学校生活を楽しく過ごしている

問２ お子さんの友達関係は良好である

問３ お子さんは、目標を持って学習や諸活動に取り組む姿勢が育っていると思う

問４ お子さんは、自分の役割を果たしたり仲間と協力したりする心が育っていると思う

問５ 人に温かく親切に接するなど、思いやりのある生徒が多いと感じる

問６ 行事（生徒総会や学年集会等）を通し自主性や社会性をのばす指導がされていると思う

問７ 生徒の学習意欲と学力の向上をめざした授業がなされていると思う

問８ 生徒と教師の好ましい関係の中で教育活動が行われていると思う

問９ 保護者からの情報や相談に、丁寧な対応がなされていると思う

問１０ 生徒の健全な成長を願って、適切な生活指導がなされていると思う

問１１ あいさつ、ルールやマナーを守って生活している生徒が多いと思う

問１２ 学校や生徒の様子が連絡やたより、ホームページ等で知らされている

問１３ 健康で安全な学校生活が保たれるよう指導や配慮がされていると思う

問１４ 校舎・設備などが学習環境にふさわしい状況に整えられている

　

　

　

　すべての質問項目の回答において昨年度と同様の傾向がみられました。問１・２・６では肯定的な回答が多いこ

とから、生徒が充実感や達成感を得ながら友達と楽しく学校生活を送れていることがわかります。また、問９・

10・11の回答からも、生徒と先生との関わりが良好であることがわかります。質問の中で、「とてもそう思う」

のポイントが高かった項目が、問４の「校外学習には、楽しく有意義に取り組むことができた」で、新型コロナ

ウィルスが５類に移行し、安心して友達と楽しく校外学習に参加できたものと捉えています。また、「とてもそう

思う・そう思う」のポイントが高かった項目が問13の「あいさつを心がけ、ルールやマナーを守ろうとしている」

で、生徒自らが過ごしやすい学校づくりを心がけていることがわかります。次に、「そう思わない」「まったくそ

う思わない」のポイントが高かった項目が、問14の家庭への提出物関係で、次年度本格的に導入する、保護者との

連絡ソフト「テトル」により解決できる課題であると捉えています。次に否定的な回答で高かった項目が問３で、

生徒は行事等で達成感を得るなど力が発揮できているにもかかわらず自らを肯定できていない、つまり自己肯定感

が低いことがわかります。今後は、自らやり遂げたことについて自信を持てるような声かけや生徒同士が評価し合

うなどの工夫を考えていきたいと思います。



【保護者対象】　集計結果　　※　数字は％

Ａ＝とてもそう思う　　Ｂ＝そう思う　　Ｃ＝そう思わない　　Ｄ＝まったくそう思わない

回答 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ＋Ｂ Ｃ＋Ｄ 回答 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ａ＋Ｂ Ｃ＋Ｄ

問１ 39 51 8 3 89 11 問８ 21 62 16 2 82 18

問２ 44 48 6 1 92 8 問９ 29 60 10 2 88 12

問３ 24 49 23 4 74 26 問１０ 22 60 16 2 82 18

問４ 40 51 9 1 90 10 問１１ 12 63 22 3 75 25

問５ 21 62 15 2 83 17 問１２ 31 58 10 1 89 11

問６ 18 66 14 1 84 16 問１３ 20 66 12 1 87 13

問７ 12 62 24 2 74 26 問１４ 22 68 9 1 90 10

　

　すべての質問項目に対して、昨年度と同様の回答傾向がみられました。「とてもそう思う」「そう

思う」と高く肯定的に捉えている項目は、問１・２・４で、学校生活の中で自分の役割を果たしなが

ら、友達と協力して楽しく過ごしていると捉えられていることがわかります。また、項目の問13・

14の回答からは、学校は健康で安全な学習環境を配慮し整えられていると捉えられていることがわか

ります。反対に「そう思わない」「まったくそう思わない」と否定的に捉えられている項目は、問

３・７で、目標を持って取り組む姿勢や授業と学力のことなど、学習にかかる部分で、学校の指導・

支援が足りていないことが課題であると捉えています。さらに、昨年度と比較して、否定的な回答が

５ポイント以上上回った項目が、問10・11で、あいさつ、ルールやマナーを守って生活している

か、適切な生活指導がなされているかについては、改善が必要な課題と捉え、次年度より生徒の健全

な成長をめざし、適切な指導をしてまいります。

　

　学校教育目標の具現化には、教職員のみではなく、保護者や地域の方々のご理解とご協力がなくて

はなりません。今後も「開かれた学校」をめざし、様々な機会を捉え、ご意見等を頂きながら教育活

動を進めていきたいと考えています。昨今、教育に関わる課題は複雑かつ多様化し、学校だけでは解

決できない課題が増えてきています。解決にあたっては保護者、地域、関係機関へも協力をお願いす

ることが多々あるかもしれません。今後とも、ご理解とご協力をよろしくお願いします。
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